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１ 　（ １ ） ～（ １ １ ） の問いに答えよ 。

（ １ ）「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年３ 月告示）（ 平成３ ０ 年３ 月　 文部科学省） 第

２ 章　 各学科に共通する 各教科　 第１ ０ 節　 情報　 第２ 款　 各科目　 第１ 　 情報Ⅰ　

２ 　 内容　（ １ ） 情報社会の問題解決」 について，（ 　 ａ 　 ） ～（ 　 ｅ 　 ） に当てはま

る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は

１ １ 。

　 情報と 情報技術を 活用し た問題の発見・ 解決の方法に着目し ，（ 　 ａ 　 ） の問題

を 発見・ 解決する 活動を 通し て， 次の事項を 身に付ける こ と ができ る よ う 指導する 。

ア　 次のよ う な知識及び（ 　 ｂ 　 ） を 身に付ける こ と 。

ア 　 情報や（ 　 ｃ 　 ） の特性を 踏ま え， 情報と 情報技術を 活用し て問題を 発見・

解決する 方法を 身に付ける こ と 。

イ 　 情報に関する 法規や制度， 情報セキ ュ リ テ ィ の重要性，（ 　 ａ 　 ） における

個人の責任及び（ 　 ｄ 　 ） について理解する こ と 。

ウ 　 情報技術が人や社会に果たす役割と 及ぼす（ 　 ｅ 　 ） について理解する こ と 。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① 情報通信社会 能力 コ ン テン ツ マナー 範囲

② 情報社会 能力 コ ン テン ツ マナー 範囲

③ 情報社会 技能 メ ディ ア 情報モラ ル 影響

④ 情報通信社会 技能 コ ン テン ツ 情報モラ ル 影響

⑤ 情報通信社会 能力 メ ディ ア 情報モラ ル 影響

⑥ 情報社会 技能 メ ディ ア マナー 範囲



－ 2 －

（ ２ ）「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年３ 月告示）（ 平成３ ０ 年３ 月　 文部科学省） 第

３ 章　 主と し て専門学科において開設さ れる 各教科　 第７ 節　 情報　 第２ 款　 各科目　

第５ 　 情報セキ ュ リ テ ィ 　 １ 　 目標」 について，（ 　 ａ 　 ） ～（ 　 ｅ 　 ） に当て はま

る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は

１ ２ 。

　 情報に関する （ 　 ａ 　 ） な見方・ 考え方を 働かせ， 実践的・ 体験的な学習活動を

行う こ と な ど を 通し て，（ 　 ｂ 　 ） な情報社会の構築と 発展を 支え る 情報セキ ュ リ

ティ の確保に必要な資質・ 能力を 次のと おり 育成する こ と を 目指す。

（ 1） 情報セ キ ュ リ テ ィ につい て 体系的・ 系統的に理解する と と も に， 関連する

（ 　 ｃ 　 ） を 身に付ける よ う にする 。

（ 2） 情報セキ ュ リ テ ィ に関する 課題を 発見し ，（ 　 ｄ 　 ） に携わる 者と し て合理的

かつ創造的に解決する 力を 養う 。

（ 3） 情報セキュ リ ティ が保たれた情報社会の構築を 目指し て自ら 学び， 情報シス テ

ム の運用と 管理に主体的かつ（ 　 ｅ 　 ） に取り 組む態度を 養う 。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① 科学的 健全 技能 情報産業 調和的

② 科学的 安全 技術 IT 産業 協働的

③ 論理的 健全 技術 情報産業 調和的

④ 論理的 安全 技能 IT 産業 協働的

⑤ 科学的 健全 技術 情報産業 協働的

⑥ 論理的 安全 技能 IT 産業 調和的

（ ３ ） HT M L は W eb ページ の要素や構造を 指定する た めの言語であ る 。 HT M L ５ で，

640 × 360 ピ ク セ ルの大き さ でフ ァ イ ル名「 exam ple」 の動画を 表示する 以下の記述

について誤っている箇所を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

< video id =“ video” “ exam ple.m p4” w idth =“ 640” height =“ 360”> < /video>

 ① ② ③ ④ ⑤
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（ ４ ） 次の文の下線部（ ａ ），（ ｂ ），（ ｃ ） に該当する 情報セキュ リ ティ の性質についての

組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ４ 。

　 情報セキ ュ リ テ ィ のた めには，（ ａ ）情報が破壊， 改ざ ん， 消去さ れて いな い状態に

あ る こ と ，（ ｂ ）情報を 使いたいと き に必ずア ク セス でき る こ と ，（ ｃ ）認めら れた人だけ

が情報にアク セス でき る こ と を 確保する こ と が必要である 。

①　（ ａ ） 機密性　 　（ ｂ ） 完全性　 　（ ｃ ） 可用性

②　（ ａ ） 機密性　 　（ ｂ ） 可用性　 　（ ｃ ） 完全性

③　（ ａ ） 完全性　 　（ ｂ ） 可用性　 　（ ｃ ） 機密性

④　（ ａ ） 完全性　 　（ ｂ ） 機密性　 　（ ｃ ） 可用性

⑤　（ ａ ） 可用性　 　（ ｂ ） 完全性　 　（ ｃ ） 機密性

⑥　（ ａ ） 可用性　 　（ ｂ ） 機密性　 　（ ｃ ） 完全性

（ ５ ） 公開する 著作物には，他者が利用する 際の条件を 示す必要がある 。 ク リ エイ ティ ブ・

コ モン ズ・ ラ イ セン ス を 使っ て著作物の利用条件を 示すと き ，「 営利目的の利用を 許可」

する が，「 著作物を 改変し な いこ と 」 で利用を 許諾する 表記と し て正し いも のを ， 次

の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ５ 。

①　 　 　 ②　

③　 　 　 ④　

⑤　 　 　 ⑥　

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
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（ ６ ） 次の箱ひげ図についての説明と し て適切でないものを ， 次の①～⑤の中から 一つ選

べ。 解答番号は１ ６ 。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 9 10 11 12

①　 最大値は 12 である 。  ②　 中央値は 6 であ る 。

③　 第１ 四分位数は 9 である 。 　 　 　 ④　 第２ 四分位数は 6 であ る 。

⑤　 最小値は２ である 。

（ ７ ） 表計算ソ フ ト において ， 各セルに計算式が入力さ れて いる 。 セルＡ 1 に数値 10 を

入力し たと き ， セルＢ 3 に表示さ れる 数値を， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番

号は１ ７ 。

Ａ Ｂ

１ ＝ A 2 ＊ 2

２ ＝ A 1 ＊ 3 ＝ A 1 － 3

３ ＝ A 2/A 1 ＝（ B1+ A 1）/B2

①　 ４ 　 　 　 ②　 ８ 　 　 　 ③　 10　 　 　 ④　 15　 　 　 ⑤　 24

（ ８ ） 光や色の表現についての説明と し て適切でないものを ， 次の①～⑤の中から 一つ選

べ。 解答番号は１ ８ 。

①　 カラ ープリ ン タ は， 色の三原色の組合せによ っ てあら ゆる 色を 表現する 。

②　 コ ン ピ ュ ータ のディ ス プレ イ は， 一般に光の三原色の組合せによ っ てあ ら ゆる 色

を 表現する 。

③　 光の三原色と は赤， 緑， 青である 。

④　 色の三原色と はシアン ， マゼン タ ， イ エロ ーであ る 。

⑤　 赤，緑，青の色の光を 混ぜる と 明る さ が増し ，白に近づく 。 こ れを 減法混色と いう 。
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（ ９ ） ２ 進数で表し た（ 10011010）2 を 16 進数で表し た も のを， 次の①～⑥の中から 一つ

選べ。 解答番号は１ ９ 。

①　（ ７ A ）16　 　 　 ②　（ ７ B）16　 　 　 ③　（ ８ A ）16　 　 　 ④　（ ８ B）16　 　 　

⑤　（ ９ A ）16　 　 　 ⑥　（ ９ B）16

（ １ ０ ） 解像度 1920 × 1200 の 24 ビ ッ ト のフ ルカ ラ ー画像のデータ 量と し て 最も 適切な

も のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ０ 。

①　 2345000 バイ ト

②　 4320000 バイ ト

③　 5184000 バイ ト

④　 5760000 バイ ト

⑤　 6912000 バイ ト

（ １ １ ） プロ グ ラ ミ ン グ 言語やシス テム 開発についての説明と し て正し いも のを， 次の①

～⑤の中から すべて選べ。 解答番号は２ １ 。

①　 モジュ ールの設計では， 各モジュ ールが互いに内部データ を 参照する と いう よ う

な， 密な情報アク セス が必要な関係を 避ける 。

②　 プロ グ ラ ミ ン グ 言語の低水準・ 高水準と いう 区別は， 実現でき る 機能の豊富さ に

よ っ て区別さ れている 。

③　 モジュ ールの結合テ ス ト は， 必ず上位モジュ ールから 順に下位モジュ ールを 連結

し て行われる 。

④　 シス テ ム の開発規模の見積り では， プロ グ ラ ム ソ ース の行数を も と にする 方法が

あ る 。

⑤　 ホ ワ イ ト ボッ ク ス テ ス ト と は， ソ ース コ ード を も と にシス テム 内部の構造を 理解

し たう えで， 意図し た通り に動作する かを 確認する テス ト 方法である 。
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２ 　 次の疑似プロ グラ ミ ン グ 言語（ DNCL） で書かれたプロ グラ ム は，配列 Data（ 添

え字は 0， 1， 2， …のよ う に付さ れる ） の誤り 検出， 圧縮を 行う 。 ま た， プロ グ ラ

ム は誤り が検出さ れても 訂正せず圧縮を 行う も のと する 。（ １ ） ～（ ４ ） の問いに

答えよ 。

（ 01） Data ← { { 1, 0, 1, 0, 1} ,{ 0, 1, 1, 1, 0} ,{ 1, 0, 0, 1, 1} ,{ 0, 1, 1, 0, 0} ,{ 1, 1, 0, 0, 1} }

（ 02） Row _ parity ← { 0, 0, 0, 0, 0}

（ 03） Col_ par ity ← { 0, 0, 0, 0, 0}

（ 04） i を 0 から 4 ま で 1 ずつ増やし ながら ，

（ 05） j を 0 から 4 ま で 1 ずつ増やし ながら ，

（ 06） Row _ parity [i] ← Row _ parity [i] +  Data [i, j]

（ 07） Col_ parity [j] ← Col_ par ity [j] +  Data [i, j]

（ 08） を 繰り 返す

（ 09） を 繰り 返す

（ 10） error ← 0

（ 11） i を 0 から 4 ま で 1 ずつ増やし ながら ，

（ 12） も し  Row _ parity [i] %  2 ≠ 0 ま たは Col_ par ity [i] %  2 ≠ 0 なら ば

（ 13） error ← 1

（ 14） を 実行する

（ 15） を 繰り 返す

（ 16） も し  error =  1 なら ば

（ 17） 「 誤り あり 」 を 表示する

（ 18） を 実行し ， そう でなければ

（ 19） 「 誤り なし 」 を 表示する

（ 20） を 実行する

（ 21） i を 0 から 4 ま で 1 ずつ増やし ながら ，

（ 22） j ← 0

（ 23） j ＜ 5 の間，

（ 24） count ← 1

（ 25） （ 　 ａ 　 ） かつ （ 　 ｂ 　 ） の間，

（ 26） count ← count +  1

（ 27） j ← j +  1

（ 28） を 繰り 返す

（ 29） Data [i, j] と  count を 表示する

（ 30） j ← j +  1

（ 31） を 繰り 返す

（ 32） を 繰り 返す
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（ １ ） プロ グラ ム では配列のサイ ズに対応し たパリ ティ ビ ッ ト によ り 誤り を 検出し ている 。

プロ グ ラ ム が「 誤り あ り 」 と 表示さ れる 条件と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の

中から 一つ選べ。 解答番号は２ ２ 。

①　 列のパリ ティ ビ ッ ト だけが偶数の場合

②　 行のパリ ティ ビ ッ ト だけが偶数の場合

③　 Data のすべての要素が 1 の場合

④　 行ま たは列のパリ ティ ビ ッ ト が偶数でない場合

⑤　 すべての行と 列のパリ ティ ビ ッ ト が奇数である 場合

（ ２ ） プロ グ ラ ム 中の（ 　 ａ 　 ），（ 　 ｂ 　 ） に当てはま る 組合せと し て最も 適切なも のを ，

次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ３ 。

（ 　 ａ 　 ） （ 　 ｂ 　 ）

① j ≦ 4 Data [i, j] =  Data [i, j+ 2]

② j <  4 Data [i, j] =  Data [i, j+ 1]

③ j =  4 Data [i, j] >  Data [i, j+ 1]

④ j <  5 Data [i, j] +  Data [i, j+ 1] =  2

⑤ j ≦ 4 Data [i, j] +  Data [i, j+ 1] =  2

（ ３ ） プロ グ ラ ム （ 21） ～（ 32） 行において i =  4 のと き ， 変数 count に格納さ れて いる

最終的な値と し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

①　 １ 　 　 　 ②　 ２ 　 　 　 ③　 ３ 　 　 　 ④　 ４ 　 　 　 ⑤　 ５

（ ４ ） Data を 圧縮し 表示し た結果と し て最も 適切なも のを ，次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ５ 。

①　 10 11 10 11 12 10 11 10 11 13 10 12 11 12 11 10

②　 10 11 10 12 11 11 13 10 11 12 10 12 12 10 11 10

③　 11 01 11 01 11 01 13 01 11 02 12 01 12 02 12 02 11

④　 11 01 11 01 11 01 12 01 12 01 12 01 11 02 11 02 12

⑤　 10 12 10 12 11 10 12 11 12 10 13 10 11 12 10 11
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３ 　 図１ と 図２ のよ う なネッ ト ワ ーク やデータ ベース を 構築・ 運用する 。（ １ ）～（ ５ ）

の問いに答えよ 。

イ ン タ ーネッ ト組織内ネッ ト ワ ーク

LA N

サーバ

④

⑤②

プロキシ

サーバ

クライアントクライアントクライアント

①

③

図１ 　 構築する ネッ ト ワ ーク の概要

【 構築する データ ベース について】

　 構築する データ ベース は， 生徒の情報管理のた めに A 高校内のみで使用する も の

であ る 。 図２ は， 部活動と 委員会の所属に関する 情報を 管理する データ ベース の一部

であ る 。 下線が引いてあ る 項目が主キ ーであ り ， 矢印でリ レ ーショ ン シッ プを 表現し

ている 。

生徒番号

生徒マス タ

部活動マス タ 委員会マス タ

学年 学級 出席番号 名前
部活動

コ ード
委員会

コ ード
通学方法

委員会

コ ード
委員会名

部活動

コ ード
部活動名

図２ 　 データ ベース の構成

（ １ ） 図１ の組織内ネッ ト ワ ーク を 保護する DM Z（ 非武装地帯） を 設ける と き の最も 適

切な範囲を ， 図１ に破線で示し た①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ６ 。

著作権保護の観点により 、 掲載いたしません。
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（ ２ ） 図１ のプロ キシ サーバは， ク ラ イ ア ン ト から イ ン タ ーネッ ト 上のサーバにア ク セス

があ る と ， プロ キ シプロ グラ ム がク ラ イ ア ン ト から の要求と ， サーバから ク ラ イ ア ン

ト への応答を 中継する 。 こ のよ う に情報シス テム の機密性を 保持する 方法を 何と いう

か。 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ７ 。

①　 パケ ッ ト フ ィ ルタ リ ン グ 方式

②　 SSH

③　 バイ オメ ト リ ク ス 認証

④　 アプリ ケーショ ン ゲート ウ ェ イ 方式

⑤　 コ ールバッ ク

（ ３ ） 情報セキ ュ リ テ ィ 対策と し て 最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解

答番号は２ ８ 。

①　 送信ド メ イ ン 認証技術の導入は， なり すま し メ ールの対策と し ての効果は期待で

き ない。

②　 無線 LA N を 設置する と き は， 脆弱性が指摘さ れていな い通信内容の暗号化規格

である W PA 2 を 優先し て採用すべき である 。

③　 情報通信研究機構が令和 5 年に観測し たサイ バー攻撃関連通信は，IoT 機器を 狙っ

た攻撃が最も 多く ， IoT 機器のサイ バーセキュ リ ティ 対策が急務である 。

④　 デジタ ル署名を 用いたデータ を 受信し たので， 送信者のな り すま し や通信途中で

の平文の改ざ んはないと 判断でき る 。

⑤　 SSL/TLS で暗号化さ れた W eb ページの URL は「 http//」 で始ま る 。
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（ ４ ） 図２ のよ う に構築し たデータ ベース の委員会マス タ に，学級委員会（ 委員会コ ード：

i05， 委員会名： 学級委員会） を 追加する SQL 文と し て 最も 適切な も のを， 次の①～

⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ９ 。

①　 INSERT  INT O 委員会マス タ （ 委員会コ ード ， 委員会名） GROUP BY （ ’i05’， 

’ 学級委員会 ’）；

②　 INSERT  INT O 委員会マス タ （ 委員会コ ード ， 委員会名） GROUP BY （ ’i05’）

A ND（ ’ 学級委員会 ’）；

③　 INSERT  INT O 委員会マス タ （ 委員会コ ード ， 委員会名） VA LUES（ ’i05’）

A ND VA LUES（ ’ 学級委員会 ’）；

④　 INSERT  INT O 委員会マス タ （ 委員会コ ード ， 委員会名） WHERE（ ’i05’， ’ 学

級委員会 ’）；

⑤　 INSERT  INT O 委員会マス タ （ 委員会コ ード ， 委員会名） VA LUES（ ’i05’， 

’ 学級委員会 ’）；
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（ ５ ） 図２ のよ う に構築し たデータ ベース から ， 通学方法が電車で野球部に所属する 生徒

を 抽出し て 学年， 名前， 通学方法， 部活動名を 表示する SQL 文と し て 最も 適切なも

のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は３ ０ 。

①　  SELECT  FROM  生徒マス タ ． 学年 , 生徒マス タ ． 名前 , 生徒マス タ ． 通学方法 , 

部活動マス タ ． 部活動名  

FROM  部活動マス タ  INNER JOIN 生徒マス タ  ON 部活動マス タ ． 部活動コ ード  =  

生徒マス タ ．［ 部活動コ ード ］  

W HERE （（（ 生徒マス タ ． 通学方法） = "電車"） A ND （（ 部活動マス タ ． 部活動名）

= "野球部"））；

②　  SELECT  FROM  生徒マス タ ． 学年 , 生徒マス タ ． 名前 , 生徒マス タ ． 通学方法 , 

部活動マス タ ． 部活動名  

DIST INCT ROW  部活動マス タ  INNER JOIN 生徒マス タ  ON 部活動マス タ ． 部活

動コ ード  =  生徒マス タ ．［ 部活動コ ード ］  

LIM IT  （（（ 生徒マス タ ． 通学方法） = "電車"） A ND （（ 部活動マス タ ． 部活動名） =  

"野球部"））；

③　  SELECT  DIST INCTROW  生徒マス タ ． 学年 , 生徒マス タ ． 名前 , 生徒マス タ ．

通学方法 , 部活動マス タ ． 部活動名  

FROM  部活動マス タ  INNER JOIN 生徒マス タ  ON 部活動マス タ ． 部活動コ ード  =  

生徒マス タ ．［ 部活動コ ード ］  

W HERE （（（ 生徒マス タ ． 通学方法） = "電車"） A ND （（ 部活動マス タ ． 部活動名）

= "野球部"））；

④　  SELECT  DIST INCTROW  生徒マス タ ． 学年 , 生徒マス タ ． 名前 , 生徒マス タ ．

通学方法 , 部活動マス タ ． 部活動名  

FROM  部活動マス タ  GROUP BY  生徒マス タ  ON 部活動マス タ ． 部活動コ ード  =  

生徒マス タ ．［ 部活動コ ード ］  

LIM IT  （（（ 生徒マス タ ． 通学方法） = "電車"） A ND （（ 部活動マス タ ． 部活動名） =  

"野球部"））；

⑤　  SELECT  FROM  生徒マス タ ． 学年 , 生徒マス タ ． 名前 , 生徒マス タ ． 通学方法 , 

部活動マス タ ．部活動名  

DIST INCT ROW  部活動マス タ  GROUP BY  生徒マス タ  ON 部活動マス タ ． 部活動

コ ード  =  生徒マス タ ．［ 部活動コ ード ］  

W HERE （（（ 生徒マス タ ． 通学方法） = "電車"） A ND （（ 部活動マス タ ． 部活動名）

= "野球部"））；


